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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒトケラチン繊維を着色および/または明色化する方法であって、前記繊維を、
1種または複数の脂肪、1種または複数の非イオン性界面活性剤、1種または複数の以下の
式(I)の化合物を含む第1の組成物、および
【化１】

[式中、
R1、R2およびR3は、同じか異なり、
- アルキル部分が、1個または複数の酸素原子によって割り込まれていてもよい、直鎖ま
たは分枝のC1～C20アルコキシ基
- 直鎖または分枝のC2～C20アルケニルオキシ基
を表し、
R4は、以下の構造の二価の基である
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【化２】

(式中、
- R6は、それぞれの出現で同じか異なり、直鎖もしくは分枝のC1～C4アルキル基 (これは
、1つまたは複数のヒドロキシル基で置換されていてもよい)、NH2基、ヒドロキシル基、
シアノ基、Z12NH2基、Z13NHZ14NH2基、直鎖または分枝のC2～C10アルケニル基を表し、こ
こで、Z12、Z13およびZ14は、互いに独立に、C1～C20直鎖アルキレン基を表し、
Z5、およびZ9は、互いに独立に、C1～C20直鎖アルキレン基を表し、
hは、0、1、2、3、4または5であり、
iは、0または1であり、
pは、0または1であり、
aは、該ケイ素原子への結合を表し、
bは、該アミノ基の窒素原子への結合を表す)]
[ここで、式（Ｉ）の化合物はケイ素原子を1個のみ含み、第１の組成物は実質的に無水で
ある]、
1種または複数の酸化剤を含む第2の水性組成物
と接触させる方法。
【請求項２】
式(I)の化合物が、R1およびR2は同じであるものであることを特徴とする、請求項1に記載
の方法。
【請求項３】
式(I)の化合物のケイ素原子が、3個のC1～C4アルコキシ基を有することを特徴とする、請
求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
式(I)の化合物が、R1、R2およびR3は同じであるものであることを特徴とする、請求項1か
ら3のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
式(I)の化合物の量が、第1の組成物の重量に対して0.1重量%～50重量%を占めることを特
徴とする、請求項1から4のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
第1の組成物が、酸化カプラーおよびベースから選択される1種または複数の酸化染料前駆
体、1種または複数の直接染料、またはこれらの混合物を含むことを特徴とする、請求項1
から5のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
脂肪が、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪アルコールエステル、鉱物油、
植物油、動物油もしくは合成油、シリコーン、またはワックスから選択される化合物であ
ることを特徴とする、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
脂肪の量が、前記組成物の重量に対して10重量%から99重量%の間であることを特徴とする
、請求項1から7のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
非イオン性界面活性剤が、ポリオキシアルキレン化化合物、ポリグリセロール化化合物、
またはこれらの混合物から選択されることを特徴とする、請求項1から8のいずれかに記載
の方法。
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【請求項１０】
第１の組成物が、式(I)の化合物とは異なるアルカリ剤を含むことを特徴とする、請求項1
から9のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
第1および第2の組成物の使用の時点での即時の混合によって得られる組成物が、ケラチン
繊維に適用されることを特徴とする、請求項1から10のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
前記2つの組成物が、逐次に、中間すすぎをせずにケラチン繊維に適用されることを特徴
とする、請求項1から10のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
少なくとも1つの区画中に、1種または複数の脂肪、1種または複数の非イオン性界面活性
剤、1種または複数の以下の式(I)の化合物を含む第1の組成物、および
【化３】

[式中、
R1、R2およびR3は、同じか異なり、
- アルキル部分が、1個または複数の酸素原子によって割り込まれていてもよい、直鎖ま
たは分枝のC1～C20アルコキシ基
- 直鎖または分枝のC2～C20アルケニルオキシ基
を表し、
R4は、以下の構造の二価の基である
【化４】

(式中、
- R6は、それぞれの出現で同じか異なり、直鎖もしくは分枝のC1～C4アルキル基 (これは
、1つまたは複数のヒドロキシル基で置換されていてもよい)、NH2基、ヒドロキシル基、
シアノ基、Z12NH2基、Z13NHZ14NH2基、直鎖または分枝のC2～C10アルケニル基を表し、こ
こで、Z12、Z13およびZ14は、互いに独立に、C1～C20直鎖アルキレン基を表し、
Z5、およびZ9は、互いに独立に、C1～C20直鎖アルキレン基を表し、
hは、0、1、2、3、4または5であり、
iは、0または1であり、
pは、0または1であり、
aは、該ケイ素原子への結合を表し、
bは、該アミノ基の窒素原子への結合を表す)]
[ここで、式（Ｉ）の化合物はケイ素原子を1個のみ含み、第１の組成物は実質的に無水で
ある]、
を含み、少なくとも1つの他の区画中に1種または複数の酸化剤を含む組成物を含む多区画
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、一方で、少なくとも1種の特定のアミノトリアルコキシシランまたはアミノ
トリアルケニルオキシシラン化合物を含む組成物を使用し、他方で、酸化性組成物を使用
するヒトケラチン繊維を明色化および/または着色する方法に関する。
【０００２】
　最後に、本発明は、少なくとも1つの区画が上述の組成物を含み、少なくとも1つの他の
区画が酸化性組成物を含む多区画装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　毛髪などのヒトケラチン繊維を着色する技術には、永久的または酸化着色が含まれる。
この着色の手段は、より詳細には、1種または複数の酸化染料前駆体、さらに特定すると
、1種または複数のカプラーと場合によって組み合わせて1種または複数の酸化ベースを使
用する。
【０００４】
　酸化ベースは、典型的には、o-またはp-フェニレンジアミン、o-またはp-アミノフェノ
ール、および複素環式化合物から選択される。これらの酸化ベースは、無色または弱く着
色した化合物であり、酸化性生成物と結合して、酸化的縮合の過程によって着色種への到
達をもたらす。
【０００５】
　こうした酸化ベースで得られる色調は、これらを1種または複数のカプラーと結合させ
ることによって変化されることが非常に多く、後者は、特に芳香族m-ジアミン、m-アミノ
フェノール、m-ジフェノール、およびインドール化合物などの特定の複素環式化合物から
選択される。
【０００６】
　酸化ベースおよびカプラーとして使用される多様な分子は、色の豊富なパレットを得る
ことを可能にする。
【０００７】
　この着色方法は、アルカリ性の条件下、1種または複数の酸化染料前駆体を酸化剤(これ
は、好ましくは過酸化水素である)と接触させることを伴う。1つの問題点は、最も一般的
に使用されるアルカリ剤がアンモニア水(この機能は、酸化剤を分解させるために、組成
物のpHをアルカリ性のpHに調整することである)であるという事実にある。したがって、
形成された酸素が、酸化染料前駆体の縮合および存在するメラニンの分解によって繊維の
明色化を引き起こす。このアルカリ化剤はまた、別の役割(即ち、酸化剤および染料の繊
維の内部への浸透を促進するために、ケラチン繊維を膨潤させること)を有する。
【０００８】
　このアルカリ化剤は、非常に揮発性であり、これは、その手順の間に発生するアンモニ
アの強くかなり不快な臭気のために、使用者に対して不快感を引き起こす。
【０００９】
　さらに、発生するアンモニアの量は、この損失を補うために、必要なものを超える濃度
の使用が要求される。これは使用者に対して重大でないわけではなく、使用者は臭気によ
って不快であり続けるばかりでなく、例えば、頭皮の刺激(刺すような感じ)などの不耐性
のより大きなリスクにも直面する。
【００１０】
　アンモニア水のすべてまたは一部を1種または複数の他の従来のアルカリ化剤に単にお
よび単純に置き換えるという選択肢は、特に、これらのアルカリ化剤が酸化剤の存在下で
着色された繊維の十分な明色化を提供しないという理由のために、アンモニア水を基材と
する組成物ほど有効な組成物をもたらさない。
【００１１】
　使用される別の着色技術は、直接または半永久的着色技術である。この手順は、ケラチ
ン繊維に直接染料(前記染料は、着色されており、繊維に対して親和性を有する着色分子
である)を適用する段階と、次いでこの分子を繊維の内部に拡散によって浸透させるため
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に、分子を吸収されるように放置しておく段階と、次いで、繊維をすすぐ段階とを含む。
【００１２】
　通常使用される直接染料は、ニトロベンゼン、アントラキノノイド、ニトロピリジン、
アゾ、メチン、アゾメチン、キサンテン、アクリジン、アジンまたはトリアリールメタン
直接染料から選択される。
【００１３】
　この着色技術は、その要望が繊維を着色すると同時に明色化することでなければ、酸化
剤の使用は必要でない。後者の場合は、手順は酸化染色についてと同様であり、言い換え
れば、ケラチン繊維をアルカリ性の条件下、通常、アンモニア水の存在下で、酸化剤、さ
らに特定すると過酸化水素の存在下で染色組成物と接触させる。したがって、使用者は、
酸化染色に対して前述したのと同じ問題点に再び直面する。
【００１４】
　着色手順に加えて、ケラチン繊維をアルカリ性の条件下、酸化性組成物と接触させる明
色化の手順を使用することは同様に共通である。これらの手順は、多かれ少なかれ選択さ
れる酸化剤に応じて、専ら毛髪中のメラニンを分解することを含む。こうして、過酸化塩
は、一般に、アルカリ性の条件下、過酸化水素を単独で用いた場合より顕著な明色化を生
じる。しかし、使用される酸化剤を問わず、明色化手順は、酸素の生成を形成または促進
するために、アルカリ性の条件下、さらに特定するとアンモニア水の存在下、過酸化水素
の使用を必要とする。この結果、再度、酸化剤およびアンモニア水の存在下で使用される
着色手順で遭遇するのと同じ問題点に遭遇する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】JP-A-2-295912
【特許文献２】GB1026978
【特許文献３】GB1153196
【特許文献４】FR2801308
【特許文献５】DE2359399
【特許文献６】JP88-169571
【特許文献７】JP05-63124
【特許文献８】EP0770375
【特許文献９】WO96/15765
【特許文献１０】DE3843892
【特許文献１１】DE4133957
【特許文献１２】WO94/08969
【特許文献１３】WO94/08970
【特許文献１４】FR-A-2733749
【特許文献１５】DE19543988
【特許文献１６】FR2886136
【特許文献１７】WO95/15144
【特許文献１８】WO95/01772
【特許文献１９】EP714954
【特許文献２０】FR2189006
【特許文献２１】FR2285851
【特許文献２２】FR2140205
【特許文献２３】EP1378544
【特許文献２４】EP1674073
【非特許文献】
【００１６】
【非特許文献１】Walter Nollの「Chemistry and Technology of Silicones」(1968)、Ac
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ademic Press
【非特許文献２】Cosmetics and Toiletries、91巻、76年1月、27～32頁に発表された論
文Todd & Byers「Volatile Silicone Fluids for Cosmetics」
【非特許文献３】ASTM規格445 Appendix C
【非特許文献４】Colour Index International、第3版
【非特許文献５】K. Shinoda(J. Chem. Soc. Jpn.、1968、89、435)
【非特許文献６】K. Shinoda and H. Saito、J. Colloid Interface Sci.、1969、30、25
8
【非特許文献７】Mitsuiら、「Application of the phase-inversion-temperature metho
d to the emulsification of cosmetics」;T. Mitsui、Y. Machida and F. Harusawa、Am
erican Cosmet. Perfum.、1972、87、33
【非特許文献８】T.Forster, W. von Rybinski and A. Wadleによる公表物、Influence o
f microemulsion phases on the preparation of fine disperse emulsions、Advances i
n Colloid and Interface Sciences、58、119～149、1995
【非特許文献９】「The HLB system. A time-saving guide to Emulsifier Selection」(
ICI Americas Inc.出版;1984)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　したがって、本発明の目的の1つは、酸化剤の存在下で使用することが意図されている
が、多量のアンモニア水が存在するための既存の組成物を用いる方法と同じ欠点を示さず
、同時に、明色化および着色の両方の観点からは、少なくとも同等に有効のままでありな
がら、さらに特定すると色度、濃度および均一性という点における高性能を示す、ヒトケ
ラチン繊維を着色および/または明色化する方法を提供することである。
【００１８】
　本発明による方法は、化学的処理によって以前感作されたことがある毛髪に適用された
場合でさえ、こうして処理された毛髪に柔らかで滑らかな感触を付与することも注目され
る。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記その他の目的は、本発明によって達成され、したがって、本発明は、ヒトケラチン
繊維を着色および/または明色化する方法であって、前記繊維を、
　1種または複数の脂肪、1種または複数の非イオン性界面活性剤および1種または複数の
以下の式(I)の化合物を含む第1の組成物、および
【００２０】
【化１】

【００２１】
　[式中、
　R1、R2およびR3は、同じか異なり、
- アルキル部分が、1個または複数の酸素原子によって場合によって割り込まれている、
直鎖または分枝のC1～C20アルコキシ基、さらに特定すると、直鎖または分枝のC1～C20、
好ましくはC1～C4アルコキシ基、
- 直鎖または分枝のC2～C20、好ましくはC2～C4アルケニルオキシ基
を表し、
　R4は、以下の構造の二価の基である
【００２２】
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【化２】

【００２３】
(式中、
- R6は、それぞれの出現で同じか異なり、直鎖もしくは分枝のC1～C4アルキル基、好まし
くはメチルまたはエチル(これは、1つまたは複数のヒドロキシル基で場合によって置換さ
れている)、NH2基、ヒドロキシル基、シアノ基、Z12NH2基、Z13NHZ14NH2基、直鎖もしく
は分枝のC2～C10、好ましくはC2～C4アルケニル基を表し、ここで、Z12、Z13およびZ14は
、互いに独立に、C1～C20、好ましくはC1～C10、より好ましくはC1～C4直鎖アルキレン基
を表し、
- R8は、直鎖もしくは分枝のC1～C4アルキル基、好ましくはメチルまたはエチル(これは
、1つまたは複数のヒドロキシルまたはカルボキシル基で場合によって置換されている)、
直鎖もしくは分枝のC2～C10、好ましくはC2～C4アルケニル基、Z15NH2基、Z16R8'基また
はZ17SiOSi(Ra)2(Rb)基を表し、ここで、
　Raは、直鎖もしくは分枝のC1～C4アルコキシ基、好ましくはメトキシまたはエトキシを
表し、
　Rbは、直鎖もしくは分枝のC1～C4アルキル基、好ましくはメチルまたはエチルを表し、
　Z15、Z16およびZ17は、互いに独立に、C1～C20、好ましくはC1～C10、さらに特定する
とC1～C4直鎖アルキレン基を表し、
　R8'は、C6～C30アリール基、好ましくはフェニルを表し、
　R9は、直鎖または分枝のC1～C4アルキル基を表し、
　Z5、Z6、Z7、Z8、Z9、Z10およびZ11は、互いに独立に、C1～C20直鎖アルキレン基を表
し、
　Qは、飽和または不飽和であり、1個または複数のヘテロ原子を場合によって含む、6員
を含む環を表し、
　Yは、それぞれの出現で同じか異なり、酸素原子、硫黄原子またはNH基を表し、
　hは、0、1、2、3、4または5であり、
　iは、0または1であり、
　jは、0、1、2または3であり、
　kは、0または1であり、
　mは、0または1であり、
　nは、0または1であり、
　pは、0または1であり、
　qは、0または1であり、
　rは、0、1、2または3であり、
　sは、0または1であり、
　tは、1または2であり、
　好ましくは、係数h、i、j、k、m、n、p、q、r、sおよびtの少なくとも1つは、0以外で
あり、さらにより好ましくは、係数i、j、k、m、n、p、rおよびsの少なくとも1つは、0以
外であり、
　aは、該ケイ素原子への結合を表し、
　bは、該アミノ基の窒素原子への結合を表す)]
　1種または複数の酸化剤を含む第2の組成物
と接触させる方法を提供する。
【００２４】
　本発明は、少なくとも1つの区画中に上記の第1の組成物を含み、少なくとも別の区画中
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【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本発明の他の特徴および利点は、以下の説明および実施例を読むことでより明らかにな
ろう。
【００２６】
　以下の本文において、別段の指示がなければ、値の範囲の端点は、その範囲中に含まれ
る。
【００２７】
　本発明による方法によって処理されるヒトケラチン繊維は、好ましくは毛髪である。
【００２８】
　上記のように、本発明による方法で使用される第1の組成物は、1種または複数の式(I)
の化合物を含む。
【００２９】
　式(I)において、R1およびR2は、好ましくは同じである。
【００３０】
　特に有利な一実施形態によれば、式(I)の化合物は、ケイ素原子を1個のみ含む。
【００３１】
　本発明を実行するのに適した式(I)の化合物の例には、以下の化合物が含まれる。
【００３２】
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【表１Ａ】

【００３３】
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【表１Ｂ】

【００３４】
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【表１Ｃ】

【００３５】
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【表１Ｄ】

【００３６】
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【表１Ｅ】

【００３７】
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【表１Ｆ】

【００３８】
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【表１Ｇ】

【００３９】
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【００４０】
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【００４１】
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【００４２】
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【００４３】
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【００４４】
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【００４５】
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【００４６】
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【表１Ｏ】

【００４７】
　式(I)の化合物は、好ましくは、R1およびR2は同じであるものであり、さらにより好ま
しくは、R1、R2およびR3は同じであるものである。
【００４８】
　この特定の実施形態によれば、係数k、nおよびsは、0を表す。
【００４９】
　特に有利な一実施形態によれば、式(I)の化合物は、ケイ素原子を1個のみ含む。
【００５０】
　本発明の一変形によれば、式(I)の化合物は、3個のC1～C4アルコキシ基を有するケイ素
原子を1個のみ含む。
【００５１】
　この変形によれば、R1、R2およびR3は、好ましくは同じである。
【００５２】
　この同じ変形の有利な一実施形態によれば、係数k、nおよびsは、さらに特定すると0を
表し;pは1である。
【００５３】
　さらにより好ましい実施形態によれば、前に詳述した変形の好ましい基準に対応する式
(I)の化合物は、さらに、係数r、jおよびmはゼロであるものである。特に有利には、この
変形に対応する式(I)の化合物は、iもゼロであるものである。
【００５４】
　本発明の非常に有利な一実施形態によれば、式(I)の化合物は、(3-アミノプロピル)ト
リエトキシシランである。
【００５５】
　典型的には、式(I)の化合物の量は、第1の組成物の重量に対して、0.1重量%～50重量%
、好ましくは1重量%～30重量%を占める。
【００５６】
　本発明の第1の変形によれば、第1の組成物は実質的に無水である。本発明の目的では、
実質的に無水な組成物は、前記組成物の重量に対して5%重量未満、さらに特定すると2%未
満、好ましくは1重量%未満の含水量を有する。関与する水は、さらに特定すると塩の結晶
水などの結合水、または本発明による組成物を製造するのに使用される出発材料によって



(24) JP 5866137 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

吸収された微量の水であることに留意するべきである。
【００５７】
　本発明の第2の変形によれば、第1の組成物は水性である。本発明の目的では、水性組成
物とは、前記組成物の重量に対して5重量%以上、好ましくは5重量%～8O重量%、またはよ
り好ましくは10重量%～70重量%、さらにより有利には15重量%～60重量%の含水量を有する
組成物を意味する。
【００５８】
　上記のように、第1の組成物は、1種または複数の脂肪を含む。
【００５９】
　脂肪とは、標準温度(25℃)および大気圧(760mmHg)で水不溶性である(5%未満、好ましく
は1%未満、より好ましくは0.1%未満の溶解度)有機化合物を意味する。さらに、これらの
有機化合物は、好ましくは潤滑性を有する。具体的には、本発明の状況では、脂肪は、脂
肪アルコール、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪アルコールエステル、鉱物油、植物油、動
物油もしくは合成油、またはシリコーンワックスから選択される化合物である。本発明の
状況では、脂肪アルコール、エステルおよび酸は、6～30個の炭素原子を含む飽和または
不飽和、直鎖または分枝の少なくとも1つの炭化水素基を有し、これは、さらに特定する
と1種または複数の(さらに特定すると1～4つ)ヒドロキシル基で場合によって置換されて
いることが想起される。これらが不飽和である場合、こうした化合物は、1～3つの共役ま
たは非共役の炭素-炭素二重結合を有してもよい。
【００６０】
　本発明の組成物に使用することができる油として、挙げることができる例には、以下の
ものが含まれる。
- ペルヒドロスクアレンなどの動物起源の炭化水素油;
- 6～30個の炭素原子を含む液体脂肪酸トリグリセリドなどの植物起源の炭化水素油、例
えば、ヘプタン酸もしくはオクタン酸トリグリセリド、または、例えば、ヒマワリ油、ト
ウモロコシ油、大豆油、マロー油、ブドウ種油、ゴマ種油、ヘーゼルナッツ油、アンズ油
、マカダミア油、アララ油、ヒマシ油、アボカド油、カプリル酸/カプリン酸トリグリセ
リド、例えば、Stearineries Dubois社によって販売されているもの、またはDynamit Nob
el社によって商品名Miglyol(登録商標)810、812および818として販売されているもの、ホ
ホバ油およびシアバター油;
- 鉱物または合成起源の直鎖または分枝の炭化水素、例えば、流動パラフィンおよびその
誘導体、ペトロラタム、液体ペトロラタム、ポリデセン、Parleam(登録商標)などの水素
化ポリイソブテン;ならびにイソパラフィン、例えば、イソヘキサデカンおよびイソデカ
ン;
- 脂肪アルコールは、飽和または不飽和、直鎖または分枝であり、8～30個の炭素原子を
含む;これらには、セチルアルコール、ステアリルアルコールおよびその混合物(セチルス
テアリルアルコール)、オクチルドデカノール、2-ブチルオクタノール、2-ヘキシルデカ
ノール、2-ウンデシルペンタデカノール、オレイルアルコールまたはリノレイルアルコー
ルが含まれる;
- 部分的な、炭化水素および/またはシリコーン変性フルオロ油、例えば、文献JP-A-2-29
5912に記載されたもの;フルオロ油には、BNFL Fluorochemicals社によって商品名Flutec(
登録商標)PC1およびFlutec(登録商標)PC3として販売されている、ペルフルオロメチルシ
クロペンタンおよびペルフルオロ-l,3-ジメチルシクロヘキサン;ペルフルオロ-1,2-ジメ
チルシクロブタン;ペルフルオロアルカン、例えば、3M社によって商品名PF5050(登録商標
)およびPF5060(登録商標)として販売されているドデカフルオロペンタンおよびテトラデ
カフルオロヘキサン、あるいは、Atochem社によって商品名Foralkyl(登録商標)として販
売されているブロモペルフルオロオクチル;ノナフルオロメトキシブタンおよびノナフル
オロエトキシイソブタン;3M社によって商品名PF5052(登録商標)として販売されている4-
トリフルオロメチルペルフルオロモルホリンなどのペルフルオロモルホリン誘導体も含ま
れる。
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【００６１】
　1種または複数のワックスは、特に、カルナウバロウ、カンデリラロウ、アフリカハネ
ガヤロウ、パラフィンロウ、オゼケライト、植物ロウ、例えば、オリーブワックス、コメ
ロウ、水素化ホホバロウまたはBertin社(France)によって販売されているクロフサスグリ
花のエッセンシャルロウなどの花の純ロウ、動物ロウ、例えば、ミツロウまたは変性ミツ
ロウ(cerabellina)から選択される;本発明により使用してもよい他のワックスまたは蝋質
原材料は、特に、注文番号M82としてSophim社によって販売されている製品などの魚ロウ
および一般に、ポリエチレンワックスまたはポリオレフィンワックスである。
【００６２】
　この脂肪酸は、飽和もしくは不飽和であり、6～30個の炭素原子、特に9～30個の炭素原
子を含んでいてもよい。これらは、さらに特定すると、ミリスチン酸、パルミチン酸、ス
テアリン酸、ベヘン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸およびイソステアリン酸か
ら選択される。
【００６３】
　このエステルは、飽和もしくは不飽和の直鎖もしくは分枝C1～C26脂肪族モノまたは多
価酸と飽和もしくは不飽和の直鎖もしくは分枝C1～C26脂肪族モノまたは多価アルコール
のエステルであり、エステルの総炭素数は、10個以上である。
【００６４】
　モノエステルの中で、ベヘン酸ジヒドロアビエチル;ベヘン酸オクチルドデシル;ベヘン
酸イソセチル;乳酸セチル;C12～C15アルキルラクテート;乳酸イソステアリル;乳酸ラウリ
ル;乳酸リノレイル;乳酸オレイル;オクタン酸(イソ)ステアリル;オクタン酸イソセチル;
オクタン酸オクチル;オクタン酸セチル;オレイン酸デシル;イソステアリン酸イソセチル;
ラウリン酸イソセチル;ステアリン酸イソセチル;オクタン酸イソデシル;オレイン酸イソ
デシル;イソノナン酸イソノニル;パルミチン酸イソステアリル;リシノール酸メチルアセ
チル;ステアリン酸ミリスチル;イソノナン酸オクチル;イソノナン酸2-エチルヘキシル;パ
ルミチン酸オクチル;ペラルゴン酸オクチル;ステアリン酸オクチル;エルカ酸ドデシルオ
クチル;エルカ酸オレイル;パルミチン酸エチルおよびパルミチン酸イソプロピル、パルミ
チン酸2-エチルヘキシル、パルミチン酸2-オクチルデシル、ミリスチン酸イソプロピル、
ミリスチン酸ブチル、ミリスチン酸セチル、ミリスチン酸2-オクチルドデシル、ミリスチ
ン酸ミリスチルまたはミリスチン酸ステアリルなどのミリスチン酸アルキルエステル、ス
テアリン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸イソブチル;マレイン酸ジオク
チル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸2-ヘキシルデシルを挙げてもよい。
【００６５】
　この変形の状況ではさらに、C4～C22ジカルボン酸もしくはトリカルボン酸とC1～C22ア
ルコールのエステル、およびモノ、ジもしくはトリカルボン酸とC2～C26ジ、トリ、テト
ラもしくはペンタヒドロキシアルコールのエステルを使用してもよい。
【００６６】
　特に、以下のものを挙げてもよい:セバシン酸ジエチル;セバシン酸ジイソプロピル;ア
ジピン酸ジイソプロピル;アジピン酸ジn-プロピル;アジピン酸ジオクチル;アジピン酸ジ
イソステアリル;マレイン酸ジオクチル;ウンデシレン酸グリセリル;ステアリン酸ステア
ロイルオクチルドデシル;モノリシノール酸ペンタエリスリチル;テトライソノナン酸ペン
タエリスリチル;テトラペラルゴン酸ペンタエリスリチル;テトライソステアリン酸ペンタ
エリスリチル;テトラオクタン酸ペンタエリスリチル;プロピレングリコールジカプリレー
ト;プロピレングリコールジカプレート;エルカ酸トリデシル;クエン酸トリイソプロピル;
クエン酸トリイソステアリル;トリ乳酸グリセリル;トリオクタン酸グリセリル;クエン酸
トリオクチルドデシル;クエン酸トリオレイル;プロピレングリコールジオクタノエート;
ネオペンチルグリコールジヘプタノエート;ジエチレングリコールジイソノナノエート;お
よびポリエチレングリコールジステアレート。
【００６７】
　上記エステルの中で、パルミチン酸エチル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸
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ミリスチル、パルミチン酸セチルもしくはパルミチン酸ステアリル、パルミチン酸2-エチ
ルヘキシル、パルミチン酸2-オクチルデシル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸
ブチル、ミリスチン酸セチルもしくはミリスチン酸2-オクチルドデシルなどのミリスチン
酸アルキルエステル、ステアリン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸イソブ
チル;マレイン酸ジオクチル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸2-ヘキシルデシル、イソ
ノナン酸イソノニルまたはオクタン酸セチルを使用するのが好ましい。
【００６８】
　この組成物はまた、脂肪エステルとして、C6～C30、好ましくはC12～C22脂肪酸の糖エ
ステルおよび糖ジエステルを含む。「糖」という用語は、いくつかのアルコール官能基を
含み、アルデヒドまたはケトン官能基を伴うかまたは伴わず、少なくとも4個の炭素原子
を含む、酸素を有する炭化水素化合物を意味することが想起される。これらの糖は、単糖
類、オリゴ糖類または多糖類であってもよい。
【００６９】
　挙げることができる、適した糖の例には、スクロース(またはサッカロース)、グルコー
ス、ガラクトース、リボース、フコース、マルトース、フルクトース、マンノース、アラ
ビノース、キシロースおよびラクトース、およびその誘導体、特に、メチル誘導体、例え
ばメチルグルコースなどのアルキル誘導体が含まれる。
【００７０】
　脂肪酸の糖エステルは、特に、前述の糖と直鎖もしくは分枝で、飽和もしくは不飽和の
C6～C30、好ましくはC12～C22脂肪酸のエステルまたはエステルの混合物を含む群から選
択してもよい。これらが不飽和の場合、これらの化合物は、1～3つの共役または非共役の
炭素-炭素二重結合を含んでいてもよい。
【００７１】
　この変形によるエステルはまた、モノ、ジ、トリ、テトラエステルおよびポリエステル
、およびこれらの混合物から選択してもよい。
【００７２】
　これらのエステルは、例えば、オレエート、ラウレート、パルミテート、ミリステート
、ベヘネート、ココエート、ステアレート、リノレエート、リノレネート、カプレートお
よびアラキドネートまたは特に、オレオ-パルミテート、オレオ-ステアレートおよびパル
ミト-ステアレート混合エステルなどのこれらの混合物から選択してもよい。
【００７３】
　さらに特定すると、モノエステルおよびジエステル、特にスクロース、グルコースまた
はメチルグルコースのモノもしくはジオレエート、ステアレート、ベヘネート、オレオ-
パルミテート、リノレエート、リノレネートおよびオレオステアレートが使用される。
【００７４】
　挙げることができる例には、Amerchol社によって商品名Glucate(登録商標)DOとして販
売されている製品(メチルグルコースジオレエートである)がある。
【００７５】
　さらに挙げることができる糖と脂肪酸のエステルまたはエステルの混合物の例には、
- Crodesta社によって商品名F160、F140、F110、F90、F70およびSL40として販売されてい
る製品、それぞれ73%モノエステルおよび27%ジエステルおよびトリエステル、61%モノエ
ステルおよび39%ジエステル、トリエステルおよびテトラエステル、52%モノエステルおよ
び48%ジエステル、トリエステルおよびテトラエステル、45%モノエステルおよび55%ジエ
ステル、トリエステルおよびテトラエステル、39%モノエステルおよび61%ジエステル、ト
リエステルおよびテトラエステルから形成されるスクロースパルミトステアレート、なら
びにスクロースモノラウレートを表す;
- 商品名Ryoto Sugar Esterとして販売されている製品、例えばB370と参照され、20%モノ
エステルおよび80%ジ-トリエステル-ポリエステルから形成されるスクロースベヘネート
に対応する;
- 商品名Tegosoft(登録商標)PSEとしてGoldschmidt社によって販売されているスクロース
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モノ-ジパルミト-ステアレート
が含まれる。
【００７６】
　本発明の化粧品組成物に使用することができるシリコーンは、揮発性もしくは非揮発性
の環状、線状もしくは分岐シリコーンであり、非変性もしくは有機基で変性され、25℃で
5×10-6～2.5m2/秒、好ましくは1×l0-5～1m2/秒の粘度を有する。
【００７７】
　本発明により使用することができるシリコーンは、油、ワックス、樹脂またはガムの形
態であってもよい。
【００７８】
　好ましくは、シリコーンは、ポリジアルキルシロキサン、特にポリジメチルシロキサン
(PDMS)、およびポリ(オキシアルキレン)基、アミノ基およびアルコキシ基から選択される
少なくとも1つの官能基を含む有機変性ポリシロキサンから選択される。
【００７９】
　オルガノポリシロキサンは、Walter Nollの「Chemistry and Technology of Silicones
」(1968)、Academic Pressにより詳細に定義されている。これらは、揮発性もしくは非揮
発性であってもよい。
【００８０】
　これらが揮発性の場合、シリコーンは、さらに特定すると、60℃から260℃の間の沸点
を有するもの、さらに特定すれば、
　(i)3～7個、好ましくは4～5個のケイ素原子を含む環状ポリジアルキルシロキサン。こ
れらは、例えば、特に、Union Carbideによって商品名Volatile Silicone(登録商標)7207
として、またはRhodiaによってSilbione(登録商標)70045 V2として販売されているオクタ
メチルシクロテトラシロキサン、Union Carbideによって商品名Volatile Silicone(登録
商標)7158として、およびRhodiaによってSilbione(登録商標)70045 V5として販売されて
いるデカメチルシクロペンタシロキサン、およびこれらの混合物から選択される。
【００８１】
　Union Carbide社によって販売されているVolatile Silicone(登録商標)FZ 3109などの
、式
【００８２】
【化３】

【００８３】
のジメチルシロキサン/メチルアルキルシロキサンタイプの環状コポリマーを挙げてもよ
い。
【００８４】
　環状ポリジアルキルシロキサンと有機ケイ素化合物との混合物、例えば、オクタメチル
シクロテトラシロキサンとテトラトリメチルシリルペンタエリスリトール(50/50)との混
合物、およびオクタメチルシクロテトラシロキサンとオキシ-1,1'-ビス(2,2,2',2',3,3'-
ヘキサトリメチルシリルオキシ)ネオペンタンとの混合物を挙げてもよい;
　(ii)2～9個のケイ素原子を含み、25℃で5×10-6m2/秒以下の粘度を有する線状揮発性ポ
リジアルキルシロキサン。例には、東レシリコーン社によって具体的には商品名SH 200と
して販売されているデカメチルテトラシロキサンがある。この範疇に属するシリコーンは
また、Cosmetics and Toiletries、91巻、76年1月、27～32頁に発表された論文Todd & By
ers「Volatile Silicone Fluids for Cosmetics」中に記載されている。
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【００８５】
　非揮発性ポリジアルキルシロキサン、ポリジアルキルシロキサンガムおよび樹脂、上記
の有機官能基で変性されたポリオルガノシロキサンおよびこれらの混合物が好ましくは使
用される。
【００８６】
　これらのシリコーンは、さらに特定するとポリジアルキルシロキサンから選択され、こ
の中で、トリメチルシリル末端基を含むポリジメチルシロキサンを主として挙げてもよい
。シリコーンの粘度は、ASTM規格445 Appendix Cに従って、25℃で測定される。
【００８７】
　これらのポリジアルキルシロキサンの中で、非限定的に、以下の市販品を挙げてもよい
。
- 47および70047系列のSilbione(登録商標)油、またはRhodiaによって販売されているMir
asil(登録商標)油、例えば油70047 V 500000;
- Rhodia社によって販売されているMirasil(登録商標)系列の油;
- Dow Corning社製200系列の油、例えば60000mm2/秒の粘度を有するDC200;
- General Electric製Viscasil(登録商標)油およびGeneral Electric製SF系列の特定の油
(SF 96、SF 18)。
【００８８】
　名称ジメチコノール(CTFA)として知られている、ジメチルシラノール末端基を含むポリ
ジメチルシロキサン、例えばRhodia社製48系列の油を挙げてもよい。
【００８９】
　この範疇のポリジアルキルシロキサンの中で、Goldschmidt社によって商品名Abil Wax(
登録商標)9800および9801として販売されている製品(これはポリジアルキル(C1～C20)シ
ロキサンである)を挙げてもよい。
【００９０】
　本発明により使用することができるシリコーンガムは、特にポリジアルキルシロキサン
、好ましくは、単独でまたは溶媒中で混合物として使用される、200000から1000000の間
の高い数平均分子質量を有するポリジメチルシロキサンである。この溶媒は、揮発性シリ
コーン、ポリジメチルシロキサン(PDMS)油、ポリフェニルメチルシロキサン(PPMS)油、イ
ソパラフィン、ポリイソブチレン、塩化メチレン、ペンタン、ドデカンおよびトリデカン
、またはこれらの混合物から選択することができる。
【００９１】
　より詳細に本発明により使用することができる製品は、
- 鎖の末端でヒドロキシル化されたポリジメチルシロキサンまたはジメチコノール(CTFA)
と、環状ポリジメチルシロキサン(シクロメチコン(CTFA)としても知られている)から形成
された混合物、例えばDow Corning社によって販売されている製品Q2 1401;
- ポリジメチルシロキサンガムと環状シリコーンから形成された混合物、例えばGeneral 
Electric社製の製品SF 1214 Silicone Fluid;この製品は、デカメチルシクロペンタシロ
キサンに対応する油SF 1202 Silicone Fluid中に溶解した、500000の数平均分子量を有す
る、ジメチコンに対応するSF 30ガムである;
- 異なる粘度を有する2種のPDMS、さらに特定すると、PDMSガムおよびPDMS油の混合物、
例えばGeneral Electric社製の製品SF 1236。製品SF 1236は、上記で定義された20m2/秒
の粘度を有するSE 30ガムと、5×10-6m2/秒の粘度を有するSF 96油との混合物である。こ
の製品は、好ましくはSE 30ガム15%およびSF 96油85%を含む。
などの混合物である。
【００９２】
　本発明により使用することができるオルガノポリシロキサン樹脂は、以下の単位を含む
架橋シロキサン系である。
　R2SiO2/2、R3SiO1/2、RSiO3/2およびSiO4/2
　ここで、Rは、1～16個の炭素原子を含むアルキルを表す。これらの製品の中で、特に好
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ましいものは、RがC1～C4低級アルキル基、さらに特定するとメチルを表すものである。
【００９３】
　これらの樹脂の中で、商品名Dow Corning 593として販売されている製品またはGeneral
 Electric社によって商品名Silicone Fluid SS 4230およびSS 4267として販売されている
もの(これらは、ジメチル/トリメチルシロキサン構造のシリコーンである)を挙げてもよ
い。
【００９４】
　特に、信越化学工業社によって商品名X22-4914、X21-5034およびX21-5037として販売さ
れている、トリメチルシロキシシリケートタイプの樹脂を挙げてもよい。
【００９５】
　本発明により使用することができる有機変性シリコーンは、上記で定義され、その構造
中に炭化水素基を介して結合した1つまたは複数の有機官能基を含むシリコーンである。
【００９６】
　上記のシリコーンに加えて、有機変性シリコーンは、ポリジアリールシロキサン、特に
ポリジフェニルシロキサン、および前述の有機官能基で官能化されたポリアルキルアリー
ルシロキサンであってもよい。
【００９７】
　ポリアルキルアリールシロキサンは、特に、25℃で1×10-5～5×10-2m2/秒の粘度を有
する直鎖および/または分枝のポリジメチル/メチルフェニルシロキサンおよびポリジメチ
ル/ジフェニルシロキサンから選択される。
【００９８】
　これらのポリアルキルアリールシロキサンの中で、挙げることができる例には、以下の
商品名として販売されている製品が含まれる。
- Rhodia製70641系列のSilbione(登録商標)油;
- Rhodia製Rhodorsil(登録商標)70633および763系列の油;
- Dow Corning製Dow Corning 556 Cosmetic Grade Fluidの油;
- Bayer製PK系列のシリコーン、例えば製品PK20;
- Bayer製PNおよびPH系列のシリコーン、例えば製品PN1000およびPH1000;
- General Electric製SF系列の特定の油、例えば、SF 1023、SF 1154、SF 1250およびSF 
1265。
【００９９】
　有機変性シリコーンの中で、次を含むポリオルガノシロキサンを挙げてもよい。
- C6～C24アルキル基を場合によって含むポリエチレンオキシおよび/またはポリプロピレ
ンオキシ基、例えば、Dow Corning社によって商品名DC 1248、またはUnion Carbide社に
よって油Silwet(登録商標)L 722、L 7500、L 77およびL 711として販売されているジメチ
コンコポリオールとして知られている製品、ならびに商品名Q2 5200としてDow Corning社
によって販売されている(C12)アルキルメチコンコポリオール;
- 置換もしくは非置換のアミン基、例えば、Genesee社によって商品名GP 4 Silicone Flu
idおよびGP 7100として販売されている製品、またはDow Corning社によって商品名Q2 822
0およびDow Corning 929もしくは939として販売されている製品。置換されたアミン基は
、特にC1～C4アミノアルキル基である;
- アルコキシ化基、例えば、SWS Siliconesによって商品名Silicone Copolymer F-755、
およびGoldschmidt社によってAbil Wax(登録商標)2428、2434および2440として販売され
ている製品。
【０１００】
　好ましくは、この脂肪は25℃の温度および大気圧で液体である化合物である。
【０１０１】
　この脂肪は、有利には非シリコーン性脂肪である。
【０１０２】
　好ましくは、この脂肪は、脂肪酸からは選択されない。
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【０１０３】
　この脂肪は、好ましくは液体である、液体ペトロラタム、流動パラフィン、ポリデセン
、脂肪酸エステル、またはその混合物から好ましくは選択され、より好ましくは液体ペト
ロラタム、流動パラフィンおよび脂肪酸エステル、およびその混合物から選択される。
【０１０４】
　1種または複数の式(I)の化合物を含む第1の組成物は、組成物の重量に対して有利には1
0重量%から99重量%の間、好ましくは20重量%から90重量%の間、より好ましくは25重量%か
ら80%の間、さらにより好ましくは30重量%から70重量%の間の脂肪含量を有する。
【０１０５】
　第1の組成物は、1種または複数の非イオン性界面活性剤をさらに含む。
【０１０６】
　後者は、さらに特定すると、ポリオキシアルキレン化された、ポリグリセロール化され
たまたはこれらの混合物である。
【０１０７】
　挙げることができるオキシアルキレン化非イオン性界面活性剤の例には、
　オキシアルキレン化(C8～C24)アルキルフェノール、
　飽和もしくは不飽和、直鎖もしくは分枝のオキシアルキレン化C8～C30アルコール、
　飽和もしくは不飽和、直鎖もしくは分枝のオキシアルキレン化C8～C30アミド、
　飽和もしくは不飽和、直鎖もしくは分枝のC8～C30の酸とポリエチレングリコールとの
エステル、
　飽和もしくは不飽和、直鎖もしくは分枝のC8～C30の酸とソルビタンとのポリオキシエ
チレン化エステル、
　飽和もしくは不飽和のオキシエチレン化植物油、
　エチレンオキシドおよび/またはプロピレンオキシドの縮合物(とりわけ、単独でまたは
混合物として)
が含まれる。
【０１０８】
　この界面活性剤は、1から90の間、さらに特定すると1から50の間、好ましくは2から30
の間のモル数のエチレンオキシドおよび/またはプロピレンオキシドを含む。有利には、
この非イオン性界面活性剤は、いずれものオキシプロピレン単位を含まない。
【０１０９】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、オキシアルキレン化非イオン性界面活性剤は、
オキシエチレン化C8～C30アルコールならびに直鎖もしくは分枝の、飽和もしくは不飽和C

8～C30の酸とソルビタンとのポリオキシエチレン化エステルから選択される。
【０１１０】
　モノグリセロール化またはポリグリセロール化非イオン性界面活性剤の例として、モノ
グリセロール化またはポリグリセロール化C8～C40アルコールが好ましくは使用される。
【０１１１】
　具体的には、モノグリセロール化またはポリグリセロール化C8～C40アルコールは、以
下の式に対応する。
　RO-[CH2-CH(CH2OH)-O]m-H
(式中、Rは、直鎖もしくは分枝のC8～C40、好ましくはC8～C30アルキルまたはアルケニル
基を表し、mは、1～30、好ましくは1～10の範囲の数を表す)
【０１１２】
　本発明の状況で適している化合物の例として、グリセロール4モルを含むラウリルアル
コール(INCI名称:ポリグリセリル-4ラウリルエーテル)、グリセロール1.5モルを含むラウ
リルアルコール、グリセロール4モルを含むオレイルアルコール(INCI名称:ポリグリセリ
ル-4オレイルエーテル)、グリセロール2モルを含むオレイルアルコール(INCI名称:ポリグ
リセリル-2オレイルエーテル)、グリセロール2モルを含むセテアリルアルコール、グリセ
ロール6モルを含むセテアリルアルコール、グリセロール6モルを含むオレオセチルアルコ
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ール、およびグリセロール6モルを含むオクタデカノールを挙げてもよい。
【０１１３】
　このアルコールは、mの値が統計的な値を表すのと同様に、アルコールの混合物を表し
てよく、これは、市販品において2つ以上のポリグリセロール化脂肪アルコールの種が混
合物の形態で共存してもよいことを意味する。
【０１１４】
　モノグリセロール化またはポリグリセロール化アルコールの中で、グリセロール1モル
を含むC8/C10アルコール、グリセロール1モルを含むC10/C12アルコールおよびグリセロー
ル1.5モルを含むC12アルコールを使用することがより特に好ましい。
【０１１５】
　好ましくは、第1の組成物は、ポリオキシアルキレン化非イオン性界面活性剤、とりわ
け、2～3モルのエチレンオキシドでオキシエチレン化されたC8～C30アルコール、飽和も
しくは不飽和の、直鎖もしくは分枝C8～C30の酸とソルビタンとのポリオキシエチレン化
エステルから選択される1種または複数の非イオン性界面活性剤を含む。
【０１１６】
　第1の組成物の非イオン性界面活性剤の含量は、この組成物の重量に対して、さらに特
定すると0.1重量%～50重量%、好ましくは0.5重量%～30重量%を占める。
【０１１７】
　1種または複数の式(I)の化合物を含む第1の組成物はまた、1種または複数の酸化染料前
駆体、さらに特定すると、1種または複数のカプラーと場合によって組み合わせて1種また
は複数の酸化ベース;1種または複数の合成または天然の直接染料、またはこれらの混合物
を含んでもよい。
【０１１８】
　例として、酸化ベースは、p-フェニレンジアミン、ビス(フェニル)アルキレンジアミン
、p-アミノフェノール、o-アミノフェノールおよび複素環式ベース、およびその付加塩か
ら選択される。
【０１１９】
　挙げることができるp-フェニレンジアミンの中には、例えば、パラ-フェニレンジアミ
ン、パラ-トリレンジアミン、2-クロロ-パラ-フェニレンジアミン、2,3-ジメチル-パラ-
フェニレンジアミン、2,6-ジメチル-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジエチル-パラ-フェ
ニレンジアミン、2,5-ジメチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジメチル-パラ-フェニレ
ンジアミン、N,N-ジエチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジプロピル-パラ-フェニレン
ジアミン、4-アミノ-N,N-ジエチル-3-メチルアニリン、N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)-
パラ-フェニレンジアミン、4-N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ-2-メチルアニリン
、4-N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ-2-クロロアニリン、2-β-ヒドロキシエチル-
パラ-フェニレンジアミン、2-フルオロ-パラ-フェニレンジアミン、2-イソプロピル-パラ
-フェニレンジアミン、N-(β-ヒドロキシプロピル)-パラ-フェニレンジアミン、2-ヒドロ
キシメチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジメチル-3-メチル-パラ-フェニレンジアミ
ン、N,N-(エチル,β-ヒドロキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、N-(β,γ-ジヒドロ
キシプロピル)-パラ-フェニレンジアミン、N-(4'-アミノフェニル)-パラ-フェニレンジア
ミン、N-フェニル-パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシ-エチルオキシ-パラ-フェ
ニレンジアミン、2-β-アセチルアミノエチルオキシ-パラ-フェニレンジアミン、N-(β-
メトキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、4-アミノフェニルピロリジン、2-チエニル-
パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-アミノトルエンおよび3-ヒ
ドロキシ-1-(4'-アミノフェニル)ピロリジン、およびその酸付加塩がある。
【０１２０】
　上記p-フェニレンジアミンの中で、パラ-フェニレンジアミン、パラ-トリレンジアミン
、2-イソプロピル-パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチル-パラ-フェニレン
ジアミン、2-β-ヒドロキシエチルオキシ-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジメチル-パラ
-フェニレンジアミン、2,6-ジエチル-パラ-フェニレンジアミン、2,3-ジメチル-パラ-フ
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ェニレンジアミン、N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、2-クロ
ロ-パラ-フェニレンジアミンおよび2-β-アセチルアミノエチルオキシ-パラ-フェニレン
ジアミン、およびその酸付加塩が、特に好ましい。
【０１２１】
　挙げることができるビス(フェニル)アルキレンジアミンの中には、例えば、N,N'-ビス(
β-ヒドロキシエチル)-N,N'-ビス(4'-アミノフェニル)-1,3-ジアミノプロパノール、N,N'
-ビス(β-ヒドロキシエチル)-N,N'-ビス(4'-アミノフェニル)エチレンジアミン、N,N'-ビ
ス(4-アミノフェニル)テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(β-ヒドロキシエチル)-N,N'-
ビス(4-アミノフェニル)テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(4-メチルアミノフェニル)
テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(エチル)-N,N'-ビス(4'-アミノ-3'-メチルフェニル)
エチレンジアミンおよび1,8-ビス(2,5-ジアミノフェノキシ)-3,6-ジオキサオクタン、お
よびその付加塩がある。
【０１２２】
　挙げることができるp-アミノフェノールの中には、例えば、パラ-アミノフェノール、4
-アミノ-3-メチルフェノール、4-アミノ-3-フルオロフェノール、4-アミノ-3-クロロフェ
ノール、4-アミノ-3-ヒドロキシメチルフェノール、4-アミノ-2-メチルフェノール、4-ア
ミノ-2-ヒドロキシメチルフェノール、4-アミノ-2-メトキシメチルフェノール、4-アミノ
-2-アミノメチルフェノール、4-アミノ-2-(β-ヒドロキシエチル-アミノメチル)フェノー
ルおよび4-アミノ-2-フルオロフェノール、およびその酸付加塩がある。
【０１２３】
　挙げることができるo-アミノフェノールの中には、例えば、2-アミノフェノール、2-ア
ミノ-5-メチルフェノール、2-アミノ-6-メチルフェノールおよび5-アセトアミド-2-アミ
ノフェノール、およびその付加塩がある。
【０１２４】
　挙げることができる複素環式ベースの中には、例えば、ピリジン誘導体、ピリミジン誘
導体およびピラゾール誘導体がある。
【０１２５】
　挙げることができるピリジン誘導体の中には、例えば、特許GB1026978およびGB1153196
に記載された化合物、例えば、2,5-ジアミノピリジン、2-(4-メトキシフェニル)アミノ-3
-アミノピリジンおよび3,4-ジアミノピリジン、およびその付加塩がある。
【０１２６】
　本発明で有用な他のピリジン酸化ベースには、例えば、特許出願FR2801308に記載され
た3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン酸化ベースまたはその付加塩がある。挙げることが
できる例には、ピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、2-アセチルアミノピラゾロ[1,5-a
]ピリド-3-イルアミン、2-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、3-
アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-2-カルボン酸、2-メトキシピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イ
ルアミン、(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)メタノール、2-(3-アミノピラゾロ[
1,5-a]ピリド-5-イル)エタノール、2-(3-アミノ-ピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)エタノ
ール、(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-2-イル)メタノール、3,6-ジアミノピラゾロ[1,5
-a]ピリジン、3,4-ジアミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン、ピラゾロ[1,5-a]ピリジン-3,7-ジ
アミン、7-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、ピラゾロ[1,5-a]ピ
リジン-3,5-ジアミン、5-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、2-[(
3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-5-イル)(2-ヒドロキシエチル)アミノ]エタノール、2-[(
3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)(2-ヒドロキシエチル)アミノ]エタノール、3-ア
ミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-5-オール、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-4-オール、
3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-6-オールおよび3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-7-
オール、およびその付加塩が含まれる。
【０１２７】
　挙げることができるピリミジン誘導体の中には、例えば、特許DE2359399;JP88-169571;
JP05-63124;EP0770375または特許出願WO96/15765に記載された化合物、例えば、2,4,5,6-
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テトラアミノピリミジン、4-ヒドロキシ-2,5,6-トリアミノピリミジン、2-ヒドロキシ-4,
5,6-トリアミノピリミジン、2,4-ジヒドロキシ-5,6-ジアミノピリミジンおよび2,5,6-ト
リアミノピリミジン、およびその付加塩、ならびに互変異性体の平衡が存在する場合は、
その互変異性形態がある。
【０１２８】
　挙げることができるピラゾール誘導体の中には、特許DE3843892およびDE4133957、およ
び特許出願(WO94/08969、WO94/08970、FR-A-2733749およびDE19543988に記載された化合
物、例えば、4,5-ジアミノ-1-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチル
)ピラゾール、3,4-ジアミノピラゾール、4,5-ジアミノ-1-(4'-クロロベンジル)ピラゾー
ル、4,5-ジアミノ-1,3-ジメチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-メチル-1-フェニルピラゾ
ール、4,5-ジアミノ-1-メチル-3-フェニルピラゾール、4-アミノ-1,3-ジメチル-5-ヒドラ
ジノピラゾール、1-ベンジル-4,5-ジアミノ-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-tert-
ブチル-1-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-tert-ブチル-3-メチルピラゾール、4,5-ジ
アミノ-1-(β-ヒドロキシエチル)-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-エチル-3-メチ
ルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-エチル-3-(4'-メトキシフェニル)ピラゾール、4,5-ジア
ミノ-1-エチル-3-ヒドロキシメチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-ヒドロキシメチル-1-メ
チルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-ヒドロキシメチル-1-イソプロピルピラゾール、4,5-ジ
アミノ-3-メチル-1-イソプロピルピラゾール、4-アミノ-5-(2'-アミノエチル)アミノ-1,3
-ジメチルピラゾール、3,4,5-トリアミノピラゾール、1-メチル-3,4,5-トリアミノピラゾ
ール、3,5-ジアミノ-1-メチル-4-メチルアミノピラゾールおよび3,5-ジアミノ-4-(β-ヒ
ドロキシエチル)アミノ-1-メチルピラゾール、およびその付加塩がある。4,5-ジアミノ-1
-(β-メトキシエチル)ピラゾールを使用してもよい。
【０１２９】
　さらに挙げることができるピラゾール誘導体には、ジアミノ-N,N-ジヒドロピラゾロピ
ラゾロンおよび特に、特許出願FR2886136に記載されたもの、例えば、以下の化合物およ
びその付加塩が含まれる。2,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾー
ル-1-オン、2-アミノ-3-エチルアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-
1-オン、2-アミノ-3-イソプロピルアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾー
ル-1-オン、2-アミノ-3-(ピロリジン-1-イル)-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラ
ゾール-1-オン、4,5-ジアミノ-1,2-ジメチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4,5-ジア
ミノ-1,2-ジエチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4,5-ジアミノ-1,2-ジ(2-ヒドロキ
シエチル)-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、2-アミノ-3-(2-ヒドロキシエチル)アミノ-6
,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、2-アミノ-3-ジメチルアミノ-6,
7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ-[1,2-a]ピラゾール-1-オン、2,3-ジアミノ-5,6,7,8-テトラ
ヒドロ-1H,6H-ピリダジノ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、4-アミノ-1,2-ジエチル-5-(ピロリ
ジン-1-イル)-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4-アミノ-5-(3-ジメチルアミノピロリジ
ン-1-イル)-1,2-ジエチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、2,3-ジアミノ-6-ヒドロキシ
-6,7-ジヒドロ-1H、5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン。
【０１３０】
　優先的に使用される複素環式ベースには、4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチル)ピラ
ゾールおよび/または2,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-
オンおよびその付加塩が含まれる。
【０１３１】
　本発明による組成物は、有利には、ケラチン繊維の染色に通常使用されるものから選択
される、1種または複数のカプラーを場合によって含んでもよい。
【０１３２】
　これらのカプラーの中で、特に、m-フェニレンジアミン、m-アミノフェノール、m-ジフ
ェノール、ナフタレンカプラーおよび複素環カプラー、ならびにさらにその付加塩を挙げ
てもよい。
【０１３３】



(34) JP 5866137 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

　例えば、1,3-ジヒドロキシベンゼン、1,3-ジヒドロキシ-2-メチルベンゼン、4-クロロ-
1,3-ジヒドロキシベンゼン、2,4-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチルオキシ)ベンゼン、2-
アミノ-4-(β-ヒドロキシエチルアミノ)-1-メトキシベンゼン、1,3-ジアミノベンゼン、1
,3-ビス(2,4-ジアミノフェノキシ)プロパン、3-ウレイドアニリン、3-ウレイド-1-ジメチ
ルアミノベンゼン、セサモール、1-β-ヒドロキシエチルアミノ-3,4-メチレンジオキシベ
ンゼン、α-ナフトール、2-メチル-1-ナフトール、6-ヒドロキシインドール、4-ヒドロキ
シインドール、4-ヒドロキシ-N-メチルインドール、2-アミノ-3-ヒドロキシピリジン、6-
ヒドロキシベンゾモルホリン、3,5-ジアミノ-2,6-ジメトキシピリジン、1-N-(β-ヒドロ
キシエチル)アミノ-3,4-メチレンジオキシベンゼン、2,6-ビス(β-ヒドロキシエチルアミ
ノ)トルエン、6-ヒドロキシインドリン、2,6-ジヒドロキシ-4-メチルピリジン、1-H-3-メ
チルピラゾール-5-オン、1-フェニル-3-メチルピラゾール-5-オン、2、6-ジメチルピラゾ
ロ(1,5-b)-1,2,4-トリアゾール、2,6-ジメチル[3,2-c]-1,2,4-トリアゾールおよび6-メチ
ルピラゾロ[1,5-a]ベンゾイミダゾール、その酸付加塩、およびこれらの混合物を挙げて
もよい。
【０１３４】
　一般に、本発明の状況で使用することができる、酸化ベースおよびカプラーの付加塩は
、塩酸塩、臭化水素酸塩、硫酸塩、クエン酸塩、コハク酸塩、酒石酸塩、乳酸塩、トシル
酸塩、ベンゼンスルホン酸塩、リン酸塩、および酢酸塩などの酸付加塩から特に選択され
る。
【０１３５】
　1種または複数の酸化ベースは、組成物中に存在する場合は、有利には組成物の重量に
対して0.0001重量%～10重量%、好ましくは組成物の重量に対して0.005重量%～5重量%を占
める。
【０１３６】
　1種または複数のカプラーは、これらが存在する場合は、有利には組成物の重量に対し
て0.0001重量%～10重量%、好ましくは組成物の重量に対して0.005重量%～5重量%を占める
。
【０１３７】
　1種または複数の式(I)の化合物を含む組成物は、1種または複数の直接染料を場合によ
って含んでいてもよく、直接染料は、特にカチオン性、中性またはアニオン性の種から選
択されてよい。
【０１３８】
　挙げることができる適した合成直接染料の例には、以下の直接染料が単独でまたは混合
物として含まれる:アゾ染料;メチン染料;カルボニル染料;アジン染料;ニトロ(ヘテロ)ア
リール染料;トリ(ヘテロ)アリールメタン染料。
【０１３９】
　さらに特定すると、アゾ染料は、-N=N-官能基を含み、2個の窒素原子は、同時には環中
に結合しない。しかし、配列-N=N-の2個の窒素原子の1つが環中に結合することは除外さ
れない。
【０１４０】
　メチンファミリーの染料は、より詳細には、>C=C<および-N=C<(ここで、2個の原子は同
時には環中に結合しない)から選択される少なくとも1つの配列を含む化合物である。しか
し、この配列の窒素または炭素原子の1つは、環中に結合してもよいことが指摘される。
さらに特定すると、このファミリーの染料は、真のメチンタイプ(1つまたは複数の上述の
配列-C=C-を含む)の化合物;アゾメチンタイプ(少なくとも1つまたは複数の配列-C=N-を含
む)、(例えば、アザカルボシアニンおよびその異性体、ジアザカルボシアニンおよびその
異性体、ならびにテトラアザカルボシアニンを含む);モノおよびジアリールメタンタイプ
;インドアミン(またはジフェニルアミン)タイプ;インドフェノールタイプ;またはインド
アニリンタイプの化合物から誘導される。
【０１４１】
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　カルボニルファミリーの染料については、挙げることができる例には、アクリドン、ベ
ンゾキノン、アントラキノン、ナフトキノン、ベンズアントロン、アントラントロン、ピ
ラントロン、ピラゾールアントロン、ピリミジノアントロン、フラバントロン、イダント
ロン、フラボン、(イソ)ビオラントロン、イソインドリノン、ベンゾイミダゾロン、イソ
キノリノン、アントラピリドン、ピラゾロキナゾロン、ペリノン、キナクリドン、キノフ
タロン、インジゴイド、チオインジゴ、ナフタルイミド、アントラピリミジン、ジケトピ
ロロピロールおよびクマリン染料から選択される染料が含まれる。
【０１４２】
　アジンファミリーの染料については、特に、アジン、キサンテン、チオキサンテン、フ
ルオリンジン、アクリジン、(ジ)オキサジン、(ジ)チアジンおよびピロニン染料を挙げて
もよい。
【０１４３】
　ニトロ(ヘテロ)芳香族染料は、さらに特定すると、ニトロベンゼンまたはニトロピリジ
ン直接染料である。
【０１４４】
　ポルフィリンまたはフタロシアニンタイプの染料については、1種または複数の金属ま
たは金属イオン、例えば、アルカリ金属、アルカリ土類金属、亜鉛およびケイ素を場合に
よって含むカチオン性または非カチオン性化合物を使用することが可能である。
【０１４５】
　挙げることができる特に適した合成直接染料の例には、単独または混合物の、ベンゼン
系列のニトロ染料;アゾ直接染料;メチン直接染料;アゾメチン直接染料(さらに特定すると
、ジアザカルボシアニンおよびその異性体ならびにテトラアザカルボシアニン(テトラア
ザペンタメチン)を含む);キノン直接染料、特にアントラキノン、ナフトキノンまたはベ
ンゾキノン染料;アジン直接染料;キサンテン直接染料;トリアリールメタン直接染料;イン
ドアミン直接染料;インジゴイド直接染料;フタロシアニンおよびポルフィリン直接染料が
含まれる。
【０１４６】
　直接染料は、好ましくは、ベンゼン系列のニトロ染料;アゾ染料;アゾメチン染料(ジア
ザカルボシアニンおよびその異性体、テトラアザカルボシアニン(テトラアザペンタメチ
ン)を含む);アントラキノン直接染料;トリアリールメタン直接染料から単独または混合物
で選択される。
【０１４７】
　さらにより好ましくは、これらの直接染料は、ベンゼン系列のニトロ染料;アゾ直接染
料;アゾメチン直接染料(ジアザカルボシアニンおよびその異性体、およびテトラアザカル
ボシアニン(テトラアザペンタメチン)を含む)から単独または混合物で選択される。
【０１４８】
　これらの染料は、単発色団染料(即ち、1種の染料のみを含む)または多発色団、好まし
くは二または三発色団の染料であってもよく;発色団は、同じか異なっていてもよく、同
じ化学ファミリーまたは別のものからでもよい。多発色団染料は、400から800nmの間の可
視領域で吸収する分子からそれぞれ誘導される2つ以上の基を含むことに留意するべきで
ある。さらに、染料のこの吸収は、その事前の酸化、または任意の他の化学種との組合せ
を必要としない。
【０１４９】
　多発色団染料の場合、発色団は、カチオン性または非カチオン性であってもよい、少な
くとも1つのリンカーによって一緒に結合される。
【０１５０】
　本発明により使用することができるニトロベンゼン直接染料の中で、以下の化合物を非
限定的に挙げてもよい。1,4-ジアミノ-2-ニトロベンゼン; 1-アミノ-2-ニトロ-4-β-ヒド
ロキシエチルアミノベンゼン; 1-アミノ-2-ニトロ-4-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ
ベンゼン; 1,4-ビス(β-ヒドロキシエチルアミノ)-2-ニトロベンゼン; 1-β-ヒドロキシ
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エチルアミノ-2-ニトロ-4-アミノベンゼン; 1-β-ヒドロキシエチルアミノ-2-ニトロ-4-(
エチル)(β-ヒドロキシエチル)アミノベンゼン; 1-アミノ-3-メチル-4-β-ヒドロキシエ
チルアミノ-6-ニトロベンゼン; 1-アミノ-2-ニトロ-4-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-ク
ロロベンゼン; 1,2-ジアミノ-4-ニトロベンゼン; 1-アミノ-2-β-ヒドロキシエチルアミ
ノ-5-ニトロベンゼン; 1,2-ビス(β-ヒドロキシエチルアミノ)-4-ニトロベンゼン; 1-ア
ミノ-2-トリス(ヒドロキシメチル)メチルアミノ-5-ニトロベンゼン; 1-ヒドロキシ-2-ア
ミノ-5-ニトロベンゼン; 1-ヒドロキシ-2-アミノ-4-ニトロベンゼン; 1-ヒドロキシ-3-ニ
トロ-4-アミノベンゼン; 1-ヒドロキシ-2-アミノ-4,6-ジニトロベンゼン; 1-β-ヒドロキ
シエチルオキシ-2-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-ニトロベンゼン; 1-メトキシ-2-β-ヒ
ドロキシエチルアミノ-5-ニトロベンゼン; 1-β-ヒドロキシエチルオキシ-3-メチルアミ
ノ-4-ニトロベンゼン; 1-β,γ-ジヒドロキシプロピルオキシ-3-メチルアミノ-4-ニトロ-
ベンゼン; 1-β-ヒドロキシエチルアミノ-4-β,γ-ジヒドロキシプロピルオキシ-2-ニト
ロベンゼン; 1-β,γ-ジヒドロキシプロピルアミノ-4-トリフルオロメチル-2-ニトロベン
ゼン; 1-β-ヒドロキシエチルアミノ-4-トリフルオロメチル-2-ニトロベンゼン; 1-β-ヒ
ドロキシエチルアミノ-3-メチル-2-ニトロベンゼン; 1-β-アミノエチルアミノ-5-メトキ
シ-2-ニトロベンゼン; 1-ヒドロキシ-2-クロロ-6-エチルアミノ-4-ニトロベンゼン; 1-ヒ
ドロキシ-2-クロロ-6-アミノ-4-ニトロベンゼン; 1-ヒドロキシ-6-ビス(β-ヒドロキシエ
チル)アミノ-3-ニトロベンゼン; 1-β-ヒドロキシエチルアミノ-2-ニトロベンゼン; 1-ヒ
ドロキシ-4-β-ヒドロキシエチルアミノ-3-ニトロベンゼン。
【０１５１】
　本発明により使用することができる、単発色団のアゾ、アゾメチン、およびメチン直接
染料の中で、特許出願WO95/15144、WO95/01772およびEP714954、FR2189006、FR2285851、
FR2140205、EP1378544およびEP1674073に記載されたカチオン性染料を挙げてもよい。
【０１５２】
　したがって、以下の式に対応するカチオン性直接染料を特に挙げてもよい。
【０１５３】
【化４】

【０１５４】
　　[式中、
　Dは、窒素原子または-CH基を表し、
　R1およびR2は、同じか異なり、水素原子;-CN、-OHまたは-NH2基で置換されていてもよ
いC1～C4アルキル基を表し、または該ベンゼン環の炭素原子と一緒になって、1つまたは
複数のC1～C4アルキル基で置換されていてもよい、場合によって酸素含有または窒素含有
の複素環;4'-アミノフェニル基を形成し、
　R3およびR'3は、同じか異なり、水素または塩素、臭素、ヨウ素およびフッ素から選択
されるハロゲン原子、またはシアノ、C1～C4アルキル、C1～C4アルコキシもしくはアセチ
ルオキシ基を表し、
　X-は、塩化物イオン、メチル硫酸イオンおよび酢酸イオンから好ましくは選択されるア
ニオンを表し、
　Aは、以下の構造
【０１５５】
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【化５】

【０１５６】
(式中、R4は、ヒドロキシル基で置換されていもよいC1～C4アルキル基を表す)
から選択される基を表す]、
【０１５７】

【化６】

【０１５８】
　　[式中、
　R5は、水素原子、C1～C4アルコキシ基または臭素、塩素、ヨウ素もしくはフッ素などの
ハロゲン原子を表し、
　R6は、水素原子もしくはC1～C4アルキル基を表し、または該ベンゼン環の炭素原子と一
緒になって、場合によって酸素を含有し、および/または1つまたは複数のC1～C4アルキル
基で置換されている複素環を形成し、
　R7は、水素または臭素、塩素、ヨウ素もしくはフッ素などのハロゲン原子を表し、
　D1およびD2は、同じか異なり、窒素原子または-CH基を表し、
　m=0または1であり、
　X-は、塩化物イオン、メチル硫酸イオンおよび酢酸イオンから好ましくは選択される化
粧品として許容されるアニオンを表し、
　Eは、以下の構造
【０１５９】

【化７】

【０１６０】
(式中、R'はC1～C4アルキル基を表す)
から選択される基を表し、
　m=0の場合およびD1が窒素原子を表す場合は、Eは、以下の構造の基を表してもよい
【０１６１】
【化８】

【０１６２】
(式中、R'はC1～C4アルキル基を表す)]。
【０１６３】
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　前述の化合物の中で、さらに特定すると以下の化合物が使用される。
【０１６４】
【化９】

【０１６５】
　本発明により使用することができるテトラアゾペンタメチン染料には、下の表に挙げる
以下の化合物が含まれる。
【０１６６】

【化１０】

【０１６７】
　X-は、塩化物イオン、ヨウ化物イオン、メチル硫酸イオン、エチル硫酸イオンおよび酢
酸イオンから好ましくは選択されるアニオンを表す。
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【０１６８】
　本発明により使用することができる他の染料には、アゾ直接染料の中で、the Colour I
ndex International、第3版に記載された、以下の染料がさらに含まれる:ディスパースレ
ッド17;ディスパースレッド13;ベーシックレッド22;ベーシックレッド76;ベーシックイエ
ロー57;ベーシックブラウン16;ベーシックブラウン17;ディスパースグリーン9;ディスパ
ースブラック9;ソルベントブラック3;ディスパースブルー148;ディスパースバイオレット
63;ソルベントオレンジ7;1-(4'-アミノジフェニルアゾ)-2-メチル-4-ビス(β-ヒドロキシ
エチル)アミノベンゼン(INCI名称:HCイエロー7)。
【０１６９】
　挙げることができるキノン直接染料には、以下の染料がある。ディスパースレッド15;
ソルベントバイオレット13;ソルベントブルー14;ディスパースバイオレット1;ディスパー
スバイオレット4;ディスパースブルー1;ディスパースバイオレット8;ディスパースブルー
3;ディスパースレッド11;ディスパースブルー7;ディスパースブルー14;ベーシックブルー
22;ディスパースバイオレット15;ディスパースブルー377;ディスパースブルー60;ベーシ
ックブルー99。以下の化合物を挙げることも可能である。1-N-メチルモルホリニウムプロ
ピルアミノ-4-ヒドロキシアントラキノン;1-アミノプロピルアミノ-4-メチルアミノアン
トラキノン;1-アミノプロピルアミノアントラキノン;5-β-ヒドロキシエチル-1,4-ジアミ
ノアントラキノン;2-アミノエチルアミノアントラキノン;1,4-ビス(βγ-ジヒドロキシプ
ロピルアミノ)アントラキノン、およびさらにクマリン化合物ディスパースイエロー82。
【０１７０】
　挙げることができるアジン染料には、以下の化合物がある:ベーシックブルー17;ベーシ
ックレッド2;ソルベントオレンジ15。
【０１７１】
　本発明により使用することができるトリアリールメタン染料の中で、以下の化合物を挙
げてもよい:ベーシックグリーン1;ベーシックバイオレット3;ベーシックバイオレット14;
ベーシックブルー7;ベーシックブルー26。
【０１７２】
　本発明により使用することができるインドアミン染料の中で、以下の化合物を挙げても
よい: 2-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-[ビス(β-4'-ヒドロキシエチル)アミノ]アニリノ
-1,4-ベンゾキノン; 2-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-(2'-メトキシ-4'-アミノ)アニリノ
-1,4-ベンゾキノン; 3-N(2'-クロロ-4'-ヒドロキシ)フェニルアセチルアミノ-6-メトキシ
-1,4-ベンゾキノンイミン; -3-N(3'-クロロ-4'-メチルアミノ)フェニルウレイド-6-メチ
ル-1,4-ベンゾキノンイミン; 3-[4'-N-(エチルカルバミルメチル)アミノ]フェニルウレイ
ド-6-メチル-1,4-ベンゾキノンイミン。
【０１７３】
　カチオン性直接染料は、以下のタイプの単発色団の直接染料から単独または混合物で好
ましくは選択される:アゾ染料、真のメチン;アゾメチン(ジアザカルボシアニンおよびそ
の異性体、およびテトラアザカルボシアニン(テトラアザペンタメチン)を含む);アントラ
キノン。
【０１７４】
　これらが存在する場合、合成直接染料の量は、組成物(A)の重量に対して、0.005重量%
～20重量%、好ましくは0.01重量%～10重量%、より好ましくは0.05重量%～5重量%を占める
。
【０１７５】
　この組成物は、ローソン、ユグロン、アリザリン、プルプリン、カルミン酸、ケルメス
酸、プルプロガリン、イサチン、インジゴ、プロトカテクアルデヒド、アントシアンおよ
びアントシアニジン、クルクミン、オルセイン、アピゲニニジン、ヘマテイン、ヘマトキ
シリン、ブラジリンおよびブラジレインから好ましくは選択される、1種または複数の天
然の直接染料をさらに含んでもよい。これらの化合物は、それ自体または抽出物で使用し
てもよい。
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【０１７６】
　これらが存在する場合、天然染料の量は、組成物(A)の重量に対して、0.005重量%～20
重量%、好ましくは0.01重量%～10重量%、より好ましくは0.05重量%～5重量%を占める。
【０１７７】
　第1の組成物は、1種または複数のアルカリ剤を場合によって含んでもよい。
【０１７８】
　1種または複数のアルカリ剤は、さらに特定すると、式(I)のものとは異なり、有利には
、有機アミンまたはその塩、無機塩基、アンモニウム塩、またはこれらの混合物から選択
される。第1の組成物が水性である場合は、アルカリ剤はアンモニア水であってもよいこ
とに留意されたい。
【０１７９】
　アルカリ剤として使用される有機アミンは、有利には、その25℃でのpKbが12未満、好
ましくは10未満、より好ましくは6未満の有機アミンから選択される。
【０１８０】
　当該pKbは、最も高い塩基度の作用に対応するpKbであることに留意するべきである。
【０１８１】
　本発明による1種または複数の有機アミンは、10個を超える炭素原子を含む脂肪鎖を好
ましくは含まない。
【０１８２】
　有機アミンは、具体的には、1つまたは2つの一級、二級または三級アミン官能基および
1つまたは複数のヒドロキシル基を担持する1種または複数の直鎖もしくは分枝C1～C8アル
キル基を含む。
【０１８３】
　本発明を実行するのに特に適したものは、1～3つの同じか異なるC1～C4ヒドロキシアル
キル基を含む、モノ、ジもしくはトリアルカノールアミンなどのアルカノールアミンから
選択された有機アミンである。
【０１８４】
　挙げることができるこのタイプの化合物の中には、モノエタノールアミン、ジエタノー
ルアミン、トリエタノールアミン、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロパノールア
ミン、N-ジメチルアミノ-エタノールアミン、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノール、トリ
イソプロパノールアミン、2-アミノ-2-メチル-1,3-プロパンジオール、3-アミノ-1,2-プ
ロパンジオール、3-ジメチルアミノ-1,2-プロパンジオールおよびトリス(ヒドロキシメチ
ルアミノ)メタンがある。
【０１８５】
　また、適したものには、以下の式を有する有機アミンがある。
【０１８６】
【化１１】

【０１８７】
　　[式中、Wは、ヒドロキシル基またはC1～C6アルキル基で場合によって置換されたC1～
C6アルキレン残基であり、Rx、Ry、RzおよびRtは、同じか異なり、水素原子またはC1～C6
アルキル、C1～C6ヒドロキシアルキルもしくはC1～C6アミノアルキル基を表す]
【０１８８】
　挙げることができるこのようなアミンの例には、1,3-ジアミノプロパン、1,3-ジアミノ
-2-プロパノール、スペルミンおよびスペルミジンが含まれる。
【０１８９】
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　有機アミンはまた、アミノ酸から選択してもよい。
【０１９０】
　さらに特定すると、使用することができるアミノ酸は、L、Dまたはラセミ形態の天然ま
たは合成起源であり、さらに特定するとカルボン酸、スルホン酸、ホスホン酸およびリン
酸官能基から選択される少なくとも1つの酸官能基を含む。アミノ酸は、中性またはイオ
ン性の形態であってもよい。
【０１９１】
　本発明に使用することができるアミノ酸として、特に、アスパラギン酸、グルタミン酸
、アラニン、アルギニン、オルニチン、シトルリン、アスパラギン、カルニチン、システ
イン、グルタミン、グリシン、ヒスチジン、リシン、イソロイシン、ロイシン、メチオニ
ン、N-フェニルアラニン、プロリン、セリン、タウリン、スレオニン、トリプトファン、
チロシンおよびバリンを挙げてもよい。
【０１９２】
　有利には、このアミノ酸は、環中にまたはウレイド官能基中に場合によって含まれる追
加のアミン官能基を含む塩基性アミノ酸である。
【０１９３】
　このような塩基性アミノ酸は、以下の式(III)に対応するものから好ましくは選択され
る
【０１９４】
【化１２】

【０１９５】
　　[式中、Rは、
【０１９６】

【化１３】

【０１９７】
から選択される基を表す]。
【０１９８】
　式(III)に対応する化合物は、ヒスチジン、リシン、アルギニン、オルニチンおよびシ
トルリンである。
【０１９９】
　本発明の好ましい一変形によれば、このアミノ酸は塩基性であり、さらに特定すると、
アルギニン、リシンおよびヒスチジン、またはこれらの混合物から選択される。
【０２００】
　あるいは、この有機アミンは、複素環タイプの有機アミンから選択してもよい。アミノ
酸においてすでに言及したヒスチジンに加えて、特に、ピリジン、ピペリジン、イミダゾ
ール、トリアゾール、テトラゾールおよびベンゾイミダゾールを挙げてもよい。
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【０２０１】
　さらに、有機アミンは、アミノ酸ジペプチドから選択してもよい。本発明に使用するこ
とができるアミノ酸ジペプチドとして、特に、カルノシン、アンセリンおよびバレニンを
挙げてもよい。
【０２０２】
　さらに、有機アミンは、グアニジン官能基を含む化合物から選択してもよい。本発明に
使用してもよいこのタイプのアミンとして、アミノ酸としてすでに言及したアルギニンに
加えて、クレアチン、クレアチニン、1,1-ジメチルグアニジン、1,1-ジエチルグアニジン
、グリコシアミン、メトホルミン、アグマチン、N-アミジノアラニン、3-グアニジノプロ
ピオン酸、4-グアニジノ酪酸および2-([アミノ(イミノ)メチル]アミノ)エタン-1-スルホ
ン酸を特に挙げてもよい。
【０２０３】
　前述のアミンの塩、例えば、下記に説明するように、有機アミンの有機および無機塩を
使用してもよい。
【０２０４】
　好ましくは、有機塩は、クエン酸塩、乳酸塩、グリコール酸塩、グルコン酸塩、酢酸塩
、プロピオン酸塩、フマル酸塩、シュウ酸塩および酒石酸塩などの有機酸の塩から選択さ
れる。
【０２０５】
　好ましくは、無機塩は、ハロゲン化水素塩(例えば、塩酸塩)、炭酸塩、炭酸水素塩、硫
酸塩、リン酸水素塩およびリン酸塩から選択される。
【０２０６】
　1種または複数の無機塩基は、その構造中に元素の周期律表のカラム1～13からの水素以
外の1種または複数の元素を有し、炭素および水素原子を同時に含まないものから選択さ
れる。本発明の特定の一実施形態によれば、無機塩基は、元素の周期律表のカラム1およ
び2からの水素以外の1種または複数の元素を含む。
【０２０７】
　1つの好ましい変形において、無機塩基は、以下の構造(IV)
　(Z1

x-)m(Z2
y+)n(IV)

　　[式中、
　Z2は、元素の周期律表のカラム1～13、好ましくは1または2からの金属、例えば、ナト
リウムまたはカリウムを表し、
　Z1

x-は、イオンCO3
2-、OH-、HCO3

2-、SiO3
2-、HPO4

2-、PO4
3-およびB4O7

2-から、好ま
しくはイオンCO3

2-、OH-およびSiO3
2-から選択されるアニオンを表し、

　xは、1、2または3を表し、
　yは、1、2、3または4を表し、
　mおよびnは、互いに独立に、1、2、3または4を表し、
　ここで、n・y=m・xである]
を有する。
【０２０８】
　好ましくは、この無機塩基は、以下の式(Z1

x-)m(Z2
y+)n、　[式中、Z2は、元素の周期

律表のカラム1および2からの金属を表し、Z1
x-は、イオンCO3

2-、OH-およびSiO3
2-から選

択されるアニオンを表し、xは1であり、yは、1または2を表し、mおよびnは、互いに独立
に、1または2を表し、ここで、n・y=m・xである]に対応する。
【０２０９】
　本発明により使用することができる無機塩基として、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、
水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、メタケイ酸ナトリウムおよびメタケイ酸カリウムを
挙げてもよい。この無機塩基は、好ましくはアルカリ金属炭酸塩である。
【０２１０】
　アンモニウム塩は、炭酸塩または炭酸水素塩から好ましくは選択される。
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【０２１１】
　炭酸アンモニウムを用いることが特別好ましい。
【０２１２】
　第1の組成物は、好ましくは過酸塩を含まない。
【０２１３】
　アルカリ剤は、好ましくは、アルカノールアミン、塩基性アミノ酸およびアルカリ金属
炭酸塩または水酸化物から選択される。さらに特定すると、アルカリ剤は、場合によって
、塩基性アミノ酸および/またはアルカリ金属炭酸塩または水酸化物との混合物で、アル
カノールアミンから選択される。
【０２１４】
　本発明の特に有利な一実施形態によれば、アルカリ剤はモノエタノールアミンであり、
これは、単独で使用され、または前述のアルカリ剤との、さらに特定すると、例えば、水
酸化ナトリウムまたは炭酸カリウムなどの無機塩基との、および/もしくは特にアルギニ
ンなどの塩基性アミノ酸との混合物で使用される。
【０２１５】
　第1の組成物が1種または複数のアルカリ剤を含む場合、これらは、前記組成物の重量に
対して、0.01重量%～30重量%、好ましくは0.1重量%～20重量%の含量で存在する。
【０２１６】
　このアルカリ剤の作用の1つは、毛髪に適用される組成物、または任意の比率のその水
性成分(存在する場合)のpHを調整することである。このpHは、好ましくは4から11の間、
より好ましくは7から10.5の間である。
【０２１７】
　水性第1の組成物の場合は、アルカリ剤としてアンモニア水が使用され、この場合、そ
の量は、好ましくは最終組成物の0.03重量%以下(NH3として表して)、さらに特定すると最
終組成物に対して0.01重量%以下である。最終組成物は、1種または複数の式(I)の化合物
を含む組成物と酸化性組成物との混合でもたらされ、この混合は、ケラチン繊維に適用す
る前に(即時の調製)、またはケラチン繊維に直接(ケラチン繊維に組成物を別個に逐次に
、中間すすぎをせずに適用する)実施されることが想起される。好ましくは、アルカリ剤
としてアンモニア水は使用されない。
【０２１８】
　1種または複数の式(I)の化合物を含む組成物はまた、毛髪の着色または脱色用組成物に
従来使用される様々な補助剤、例えば、アニオン性、両性または双性イオンの界面活性剤
、アニオン性、カチオン性、非イオン性、両性または双性イオンのポリマーまたはこれら
の混合物;鉱物増粘剤、特に、粘土またはタルクなどの充填剤;有機増粘剤(特に、アニオ
ン性、カチオン性、非イオン性および両性ポリマー会合性増粘剤を含む);酸化防止剤;浸
透剤;金属イオン封鎖剤;芳香剤;分散剤;被膜形成剤;セラミド;防腐剤;乳白剤、コンディ
ショニング剤および特にカチオン性ポリマーを含んでもよい。
【０２１９】
　上記補助剤は、通常、これらのそれぞれについて、組成物の重量に対して0.01重量%か
ら20重量%の間の量で存在する。
【０２２０】
　第1の組成物が水性の場合は、これは、好ましくは直接エマルジョン(水中油型エマルジ
ョン)の形態を取る。これは、1種または複数の式(I)の化合物と前記水性組成物の残りと
の即時の混合の結果であり得る。
【０２２１】
　直接エマルジョンの形態で存在する場合、これは、直接エマルジョンを調製するための
従来の方法を介してだけでなく、PIT法を介しても調製し得る。
【０２２２】
　この特定の実施形態によれば、転相温度(またはPIT)を用いた乳化の原理は、原則的に
は、当業者にはよく知られており、K. Shinoda(J. Chem. Soc. Jpn.、1968、89、435)に
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よって1968年に記載された。この乳化技術は、安定な微細エマルジョンを得ることを可能
にすることが示されている(K. Shinoda and H. Saito、J. Colloid Interface Sci.、196
9、30、258)。この技術は、Mitsuiら(「Application of the phase-inversion-temperatu
re method to the emulsification of cosmetics」;T. Mitsui、Y. Machida and F. Haru
sawa、American Cosmet. Perfum.、1972、87、33)によって早くも1972年に化粧品に適用
された。
【０２２３】
　この技術の原理は以下の通りである:水性相と油性相の混合物を調製し、PIT温度(系の
転相温度)を超える温度にさせる、これは、使用した乳化剤の親水性および親油性の間の
平衡に達する温度である;高温(即ち転相温度を超える(>PIT))では、このエマルジョンは
油中水型であり、その冷却の間に、このエマルジョンは、転相温度で転相して水中油型の
エマルジョンになり、ミクロエマルジョンの状態を通してあらかじめ移行させることによ
ってそのようにする。この方法は、4μm未満の直径を有するエマルジョンを得ることを容
易に可能にする。
【０２２４】
　このPIT法によれば、直接エマルジョンは、1種または複数の脂肪を含む直接エマルジョ
ン(水中油型)を含み、少なくとも1種の油、1種または複数の界面活性剤(その少なくとも1
つは、曇り点を有する非イオン性界面活性剤である)、およびエマルジョンの総重量に対
して5重量%超の水分量を含む。この特定の実施形態によれば、この非イオン性界面活性剤
は、8から18の間のHLBを有する。さらに、このようなエマルジョンは、4μm未満、好まし
くは1μm未満の粒径を有する。
【０２２５】
　より詳細には、以下の通り操作して、PITエマルジョンを得ることが可能である。
　1)直接エマルジョンのすべての成分を容器中に秤量する。
　2)この混合物を、例えばRayneri混合機を用いて、350rpmでホモジナイズし、同時に水
浴を用いて、温度を、転相温度T1を超える温度まで、即ち、透明または半透明相が得られ
る(ミクロエマルジョン帯またはラメラ相)まで、次いでより粘性の相が得られるまで(こ
れは、逆エマルジョン(W/O)が得られたことを示す)、徐々に増加させることによって加熱
する。
　3)加熱を停止し、エマルジョンが、転相温度T1(即ち、微細なO/Wエマルジョンを形成す
る温度)を通過して、室温に冷却するまで連続的に撹拌する。
　4)温度が転相温度領域(T1)以下に低下したとき、場合による添加剤および熱感受性の出
発材料を添加する。
【０２２６】
　親油性相の液滴が(10～200nmのサイズである)微細である、安定な最終組成物が得られ
る。
【０２２７】
　ミクロエマルジョンの形成帯(半透明の混合物)において、この界面活性剤は、直接ミセ
ルおよび逆ミセルの両方を形成する傾向を有するので、親水性および疎水性の相互作用は
平衡化される。この帯を超えて加熱することによって、界面活性剤が油中水型エマルジョ
ンの形成に有利に働くので、W/Oエマルジョンが形成される。次に、転相帯未満に冷却す
ると、エマルジョンは直接エマルジョン(O/W)になる。
【０２２８】
　転相による乳化は、T.Forster, W. von Rybinski and A.Wadleによる公表物、Influenc
e of microemulsion phases on the preparation of fine disperse emulsions、Advance
s in Colloid and Interface Sciences、58、119～149、1995に詳細に説明されていおり
、これを参照として本明細書に引用する。
【０２２９】
　第1の組成物が、実質的に無水である場合は、1種または複数の式(I)の化合物とこの第1
の組成物の残りの成分との即時の混合からもたらされ得る。
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【０２３０】
　本発明による着色方法は、水性酸化性組成物の存在下で、上記で定義された第1の組成
物を濡れているか乾燥したケラチン繊維に適用することによって実行される。
【０２３１】
　この酸化性組成物は水性であり、1種または複数の有機溶媒を場合によって含んでもよ
い。
【０２３２】
　有機溶媒には、例えば、直鎖もしくは分枝のC2～C4アルカノール、例えば、エタノール
およびイソプロパノール;グリセロール;グリコールおよびグリコールエーテル、例えば2-
ブトキシエタノール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、プロピレングリ
コールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテルおよびモノメチル
エーテル、およびさらに芳香族アルコール、例えば、ベンジルアルコールまたはフェノキ
シエタノール、ならびにこれらの混合物が含まれる。
【０２３３】
　1種または複数の溶媒は、酸化性組成物の重量に対して、典型的には1重量%～40重量%、
好ましくは5重量%～30重量%の割合で存在してもよい。
【０２３４】
　酸化剤は、特定すれば、過酸化水素;過酸化尿素;アルカリ金属フェリシアン化物または
臭化物;例えば、ナトリウム、カリウムおよびマグネシウムなどのアルカリ金属またはア
ルカリ土類金属の過硫酸塩、過ホウ酸塩および過炭酸塩などの過酸化塩;またはこれらの
混合物から選択される。
【０２３５】
　この酸化剤は、有利には過酸化水素、さらに特定すると、その力価が、特に1～40容積
、さらにより好ましく5～40容積で変化してよい水性溶液によって構成される。
【０２３６】
　酸化性組成物はまた、少なくとも1種のアルカリ化剤および/または少なくとも1種の酸
性化剤を含んでもよい。酸化性組成物は、好ましくは少なくとも1種の酸性化剤を含む。
【０２３７】
　酸性化剤には、例えば、塩酸、オルトリン酸、硫酸、酢酸、酒石酸、クエン酸および乳
酸などのカルボン酸、およびスルホン酸などの有機または無機酸が含まれる。
【０２３８】
　酸化性組成物のpHは、特に酸化剤が過酸化水素である場合、好ましくは7未満である。
【０２３９】
　酸化性組成物は、溶液、エマルジョンまたはゲルの形態で存在してもよい。
【０２４０】
　水分量は、第2の組成物の重量に対して、好ましくは5重量%～95重量%、より好ましくは
25重量%～92重量%、さらにより好ましくは40重量%～90重量%である。
【０２４１】
　第2の組成物中の水分量は、エマルジョンの重量に対して好ましくは10重量%から90重量
%の間である。
【０２４２】
　第2の組成物が水中油型エマルジョンの場合、これは、第1の組成物の状況で説明されて
いる、1種または複数の脂肪を含み、その節を参照してもよい。
【０２４３】
　本発明による第2の組成物は、好ましくは少なくとも10%の脂肪を含む。この脂肪の濃度
は、エマルジョンの総重量の、好ましくは10重量%～80重量%、より好ましくは15重量%～6
5重量%、さらにより好ましくは20重量%～55重量%である。特定の一実施形態によれば、こ
のエマルジョンは、1種または複数の油を含む。例には、液体ペトロラタム、流動パラフ
ィン、ポリデセン、および液体脂肪アルコールまたは脂肪酸エステルが含まれる。
【０２４４】
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　第2の組成物はまた、1種または複数の界面活性剤を含んでもよい。
【０２４５】
　1種または複数の界面活性剤は、非イオン性界面活性剤またはアニオン性界面活性剤、
好ましくは非イオン性界面活性剤から選択されるのが好ましい。
【０２４６】
　このエマルジョン中に存在する界面活性剤は、好ましくは、8～18のHLBを有するエトキ
シル化非イオン性界面活性剤である。HLBは、その分子中の親水性部分と親油性部分の間
の比である。この用語HLBは、当業者にはよく知られており、「The HLB system. A time-
saving guide to Emulsifier Selection」(ICI Americas Inc.出版;1984)に記載されてい
る。
【０２４７】
　好ましい一形態において、この組成物は、グリセロール化界面活性剤を含まない。
【０２４８】
　第2の組成物中の界面活性剤の量は、このエマルジョンの重量に対して、さらに特定す
ると0.1重量%～50重量%、好ましくは0.5重量%～30重量%を占める。
【０２４９】
　特定の一実施形態によれば、第2の組成物が直接エマルジョンの場合、これは、直接エ
マルジョンを調製する従来の方法によってだけでなく、PIT法によって調製してもよい。
この酸化性直接エマルジョンは、好ましくはPIT法によって調製される。後者が水性の形
態の場合、第1の組成物の調製の状況におけるこのタイプの調製方法に関する上記の説明
を参照してもよく、この節で再度詳述しない。
【０２５０】
　酸化性組成物はまた、当技術分野で通常使用される他の成分、例えば、特に、1種また
は複数の式(I)の化合物を含む組成物の状況において先に詳述したものを含んでもよい。
【０２５１】
　本発明の特定の一実施形態によれば、1種または複数の式(I)の化合物を含む第1の組成
物の量に対する酸化性組成物量は、式(I)の化合物の量が、最終組成物中において2重量%
から8重量%の間であるようにする。最終組成物は、1種または複数の式(I)の化合物を含む
組成物と酸化性組成物との混合でもたらされる組成物として定義され、この混合は、ケラ
チン繊維に適用する前に(即時の調製)、またはケラチン繊維に直接(ケラチン繊維に組成
物を別個で逐次に、中間すすぎをせずに適用する)実施されることが想起される。
【０２５２】
　本発明の第1の実施形態によれば、この方法は、1種または複数の式(I)の化合物を含む
組成物(第1の組成物)および酸化性組成物(第2の組成物)を使用の時点で即時に混合するこ
とによって得られた組成物を、濡れているか乾燥したケラチン繊維に適用することによっ
て実行される。
【０２５３】
　本発明の第2の実施形態によれば、この方法は、2つの組成物を濡れているか乾燥したケ
ラチン繊維に逐次に、中間すすぎをせずに適用することによって実行される。
【０２５４】
　この方法は、さらに特定すると、濡れているか乾燥したケラチン繊維に、特に水と共に
、1種または複数の式(I)の化合物を含む組成物(第1の組成物)、および次いで酸化性組成
物(第2の組成物)を、さもなければ酸化性組成物、次いで第1の組成物を、逐次に、中間す
すぎをせずに適用することによって実行される。
【０２５５】
　この方法のどちらの変形を使用するかにかかわらず、繊維上に存在する混合物を(即時
の混合からもたらされるか、さもなければ、1種または複数の式(I)の化合物を含む組成物
および酸化性組成物の逐次の適用からもたらされる)、その場に一般に1分～1時間程度、
好ましくは10分～30分間放置しておく。
【０２５６】
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　この方法の間の温度は、通常、周囲温度(15から25℃の間)から80℃の間、好ましくは周
囲温度から60℃の間である。
【０２５７】
　この処理の最後にヒトケラチン繊維を、場合によって、水ですすぎ、シャンプーで洗浄
し、再び水ですすぎ、次いで乾燥させるか、または乾燥させておく。
【０２５８】
　最後に、本発明は、上記で定義された1種または複数の式(I)の化合物を含む第1の組成
物を少なくとも1つの区画中に、および前述の1種または複数の酸化剤を含む第2の組成物
を少なくとも別の区画中に含む多区画装置を提供する。
【０２５９】
　以下の実施例は、本発明を例示する役割を果たすが、限定的な性質は少しもない。
【０２６０】
(実施例)
(実施例1)
　実質的に無水の第1の組成物
　以下の組成物を調製する。
【０２６１】
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【表２】

【０２６２】
　使用の時点で、10gの組成物Aを15gの組成物Bと混合する。
【０２６３】
　得られた混合物(pH=9.7)を、ホットプレート上で、ストレートニングした*毛髪の髪房(
トーンレベル=4)に27℃で30分間適用する。
【０２６４】
　この放置時間の最後に、髪房をElseve multivitaminシャンプーで洗浄し、次いで60℃
のフード下で乾燥させる。
【０２６５】
　*ストレートニングは、ホットプレート上で、組成物Dark and Lovely Super(Softsheen
 Carson)を用いて27℃で20分間実施する。このストレートナー製品/髪房比は、10/1(重量
/重量)である。処理の最後に、毛髪を水ですすぎ、シャンプーColor Signal Neutralizin
g Shampoo(Dark and Lovely)で洗浄し、次いで、水ですすぎ、乾燥させる。
【０２６６】
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　最後に、Konica Minolta CM2600D色彩計(視野10°、光源D65)を用いて、髪房について
測色読取りを実施する。
【０２６７】
　以下の表に示すように、優れたレベルの明色化が得られた。
【０２６８】
　さらに、髪房は柔らかで滑らかな感触を有する。
【０２６９】
　最後に、適用は、鋭い臭気を有さず快適である。
【０２７０】
【表３】

【０２７１】
(実施例2)
　水性の第1の組成物
　以下の組成物を調製する。
【０２７２】



(50) JP 5866137 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

【表４】

【０２７３】
　使用の時点で、10gの組成物Aを15gの組成物Bと混合する。
【０２７４】
　得られた混合物(pH=10)を、ストレートニングした*毛髪の髪房(トーンレベル=4)に10/1
の浴比で適用する。
【０２７５】
　ストレートニングは、ホットプレート上で、Softsheen Carson製組成物Dark and Lovel
y Superを用いて27℃で20分間実施する。このストレートナー製品/髪房比は、10/1(重量/
重量)である。
【０２７６】
　この処理の最後に、毛髪を水ですすぎ、特定のシャンプーColor Signal Neutralizing 
Shampoo(Dark and Lovely)で洗浄し、次いで、水ですすぎ、乾燥させる。
【０２７７】
　組成物AとBとの混合物に対する放置時間は、ホットプレート上で27℃で30分間である。
【０２７８】
　この放置時間の最後に、髪房をシャンプーElseve multivitaminesで洗浄し、次いで60
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℃のフード下で乾燥させる。
【０２７９】
　最後に、Konica Minolta CM2600D色彩計(視野10°、光源D65)を用いて、髪房について
測色読取りを実施する。
【０２８０】
　以下の表に示すように、優れたレベルの明色化が得られた。
【０２８１】
　さらに、髪房は柔らかで滑らかな感触を有する。
【０２８２】
　最後に、適用は、鋭い臭気を有さず快適である。
【０２８３】
【表５】
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